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学校図書館フォーラムのご案内
寒い日が続いております。皆様いかがお過ごしでしょうか。
９月に実施した研究発表大会課題研究発表では、「学校図書館の理念の継承とこれからの教育－学校図書館法制定70周年に寄せて」というテーマで、これまでとこれからの学校図書館の在り方について考えました。一昔前までは、テレビばかり見ていて読書をしない子どもが問題になっていましたが、今日ではテレビを見る時間も減って、個人のデバイスを見る時間が増えているというデータが明らかになってきました。近年のデジタル技術の進歩とライフスタイルの変化によって、子どもの読書の量と質に変化が起こりつつあるわけですが、このような変化は子どもの育ちにどのような影響を与えるのでしょうか。また、これからの読書はどうあるべきでしょうか。本フォーラムを通して、学校図書館としてどのような動きを作り出していったらよいのかについて、皆さんと一緒に考えていきたいと思います。
ご多用のこととは存じますが、ぜひご参加いただきますようご案内いたします。
記

１　主　催　　日本学校図書館学会

２　日　時　　令和６年２月２４日（土）　１３：００～１７：００
３　開催方法　対面とオンラインライブ（Zoomウェビナー）併用方式による開催
４　会　場　　　昭和女子大学　1号館7階　７L３２　（世田谷区太子堂1-7）
　　　　　　　　　オンライン参加の方には別途Zoomウェビナーの入室番号をお知らせします
５　内　容　　
テーマ 「これまでの読書これからの読書　―読書センターとしての学校図書館の在り方」
（１）13：00～13：50
講演「子供の読書活動の推進について」　　
講師：文部科学省地域学習推進課図書館・学校図書館振興室 専門官　毛利　るみこ　氏
（２）14：00～14：50
講演「読書という体験の価値向上 ―機構による過去の調査研究を踏まえた検討」
　　　　 講師： 千葉工業大学／国立青少年教育振興機構青少年教育研究センター　遠藤 伸太郎 氏
（３）15：00～15：50
講演「 学校外での余暇読書の重要性　―読書の効用と動機づけの観点から 」
　　　　 講師：北里大学　猪原　敬介 氏
（４）16：00～16：50
　　  　報告と提案　「読書センターとしての学校図書館」　　

提案者:　小金井市学校図書館活動充実業務チーフ　岡田　治子　氏

　　　　　　　　　　 八洲学園大学非常勤講師　小川　三和子　氏

      助言者：　帝京大学　鎌田　和宏　氏　　
[image: image1.png]


６　参加費　
学会員・大学学部生無料、・学会員でない方は1000円を申し込みサイトから支払う
７　申込方法　
本学会ホームページからリンクを張ったサイト（https://jssls.peatix.com/）から
申し込む。
【問い合わせ】日本学校図書館学会事務局　E-mail : info@jssls.info
